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万
円（
前
年
度
比
６
・
９
㌫
の
増
）

で
、
歳
入
の
16
・
７
㌫
を
占
め
ま

す
。
そ
の
他
に
、
国
庫
支
出
金
が

６
億
７，
１
４
２
万
８
千
円
（
前

年
度
比
58
・
４
㌫
の
増
）
町
債

（
借
入
金
）
が
６
億
５
６
０
万
円

（
前
年
度
比
３
・
８
㌫
の
増
）、
県

支
出
金
が
３
億
３，
６
１
４
万
２

千
円
（
前
年
度
比
11
・
９
㌫
の

増
）、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る

と
、
扶
助
費
（
福
祉
・
医
療
扶
助

等
）
が
８
億
４，
８
７
２
万
７
千

円
（
前
年
度
比
５
・
４
㌫
の
減
）、

人
件
費
が
８
億
２，
１
５
８
万
６

千
円
（
前
年
度
比
７
・
４
㌫
の

減
）、
公
債
費
（
借
入
金
返
済
）

が
３
億
９，
０
９
１
万
９
千
円

（
前
年
度
比
８
・
０
㌫
の
増
）
で
、

歳
出
に
占
め
る
こ
れ
ら
義
務
的
経

費
の
割
合
は
35
・
４
㌫
で
す
。

福
祉
・
医
療
扶
助
に
お
い
て

は
、
小
子
化
対
策
お
よ
び
子
育
て

支
援
対
策
と
し
て
、
妊
婦
健
診
の

充
実
を
図
る
た
め
の
助
成
を
２
回

か
ら
５
回
へ
増
や
し
、
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
生

ま
で
の
通
院
お
よ
び
入
院
に
拡
大

い
た
し
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設

事
業
費
は
12
億
２，
１
９
６
万
３

千
円（
前
年
度
比
50
・
２
㌫
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事

業
費
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
国

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
活

用
し
た
大
型
の
投
資
的
事
業
と
し

て
、
明
治
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
築

事
業
の
た
め
の
実
施
設
計
等
業
務

委
託
料
お
よ
び
用
地
買
収
費
に

７，
１
５
０
万
円
、
宮
田
大
藪
線

や
漆
原
南
原
線
な
ど
道
路
新
設
改

良
事
業
に
５
億
２，
３
２
４
万
６

千
円
、
南
下
古
墳
群
を
活
か
し
た

公
園
整
備
を
進
め
る
た
め
、
用
地

買
収
費
お
よ
び
補
償
費
と
し
て
２

億
８
千
３
０
５
万
円
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
駒
寄

学
童
保
育
施
設
の
建
設
へ
向
け
て

の
調
査
設
計
委
託
料
と
し
て
２
０

０
万
円
、
吉
岡
中
学
校
冷
暖
房
設

備
改
修
事
業
に
１
億
７
９
０
万
４

千
円
を
計
上
す
る
な
ど
、
福
祉
の

充
実
や
教
育
環
境
の
整
備
に
積
極

的
に
配
分
し
た
予
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
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